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【提出日】令和2年7月3日(2020.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インフルエンザウイルスワクチンであって、インフルエンザウイルス抗原ポリペプチド
をコードするオープンリーディングフレームを有するリボ核酸（ＲＮＡ）ポリヌクレオチ
ドを含み、脂質ナノ粒子で製剤化され、
前記抗原ポリペプチドが、インフルエンザヘマグルチニン１（ＨＡ１）、ヘマグルチニン
２（ＨＡ２）、またはＨＡ１とＨＡ２の組み合わせを含み、
前記脂質ナノ粒子が、イオン性カチオン性脂質、非カチオン性脂質、ステロール、及びＰ
ＥＧ修飾脂質を含み、
前記ＲＮＡヌクレオチドがメッセンジャーリボ核酸（ｍＲＮＡ）である、前記インフルエ
ンザウイルスワクチン。
【請求項２】
　ノイラミニダーゼ（ＮＡ）、核タンパク質（ＮＰ）、マトリックスタンパク質１（Ｍ１
）、マトリックスタンパク質２（Ｍ２）、非構造タンパク質１（ＮＳ１）、及び非構造タ
ンパク質２（ＮＳ２）からなる群から選択される抗原ポリペプチドをコードするオープン
リーディングフレームを有するＲＮＡポリヌクレオチドをさらに含む、請求項１に記載の
インフルエンザワクチン。
【請求項３】
　前記抗原ポリペプチドが、インフルエンザウイルス株Ｈ１／ＰｕｅｒｔｏＲｉｃｏ／８
／１９３４、Ｈ１／Ｎｅｗ　Ｃａｌｅｄｏｎｉａ／２０／１９９９、Ｈ１／Ｃａｌｉｆｏ
ｒｎｉａ／０４／２００９、Ｈ５／Ｖｉｅｔｎａｍ／１１９４／２００４、Ｈ２／Ｊａｐ
ａｎ／３０５／１９５７、Ｈ９／Ｈｏｎｇ　Ｋｏｎｇ／１０７３／９９、Ｈ３／Ａｉｃｈ
ｉ／２／１９６８、Ｈ３／Ｂｒｉｓｂａｎｅ／１０／２００７、Ｈ７／Ａｎｈｕｉ／１／
２０１３、Ｈ１０／Ｊｉａｎｇｘｉ－Ｄｏｎｇｈｕ／３４６／２０１３、Ｈ３／Ｗｉｓｃ
ｏｎｓｉｎ／６７／２００５、Ｈ１／Ｖｉｅｔｎａｍ／８５０／２００９、またはそれら
の組み合わせに由来する、請求項１または２に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項４】
　前記抗原ポリペプチドが、配列番号１～４４４、４５８、４６０、４６２～４７９のい
ずれか１つのアミノ酸配列を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載のインフルエンザ
ワクチン。
【請求項５】
　前記ＲＮＡポリヌクレオチドが、配列番号４４７～４５７、４５９、４６１のいずれか
１つの核酸配列によってコードされる、または前記ＲＮＡポリヌクレオチドが、配列番号
４９１～５０３のいずれか１つの核酸配列を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の
インフルエンザワクチン。
【請求項６】
　前記抗原ポリペプチドが、配列番号１～４４４、４５８、４６０、４６２～４７９のい
ずれか１つのアミノ酸配列に対して少なくとも９０％、少なくとも９５％、または９５％
～９９％の同一性を有するアミノ酸配列を有する、請求項１～５のいずれか１項に記載の
インフルエンザワクチン。
【請求項７】
　前記ポリヌクレオチドがコードされる前記オープンリーディングフレームがコドン最適
化されている、請求項１～６のいずれか１項に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項８】
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　前記ＲＮＡポリヌクレオチドが少なくとも１つの化学修飾を含む、請求項１～７のいず
れか１項に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項９】
　前記化学修飾が、シュードウリジン、Ｎ１－メチルシュードウリジン、Ｎ１－エチルシ
ュードウリジン、２－チオウリジン、４’－チオウリジン、５－メチルシトシン、２－チ
オ－１－メチル－１－デアザ－シュードウリジン、２－チオ－１－メチル－シュードウリ
ジン、２－チオ－５－アザ－ウリジン、２－チオ－ジヒドロシュードウリジン、２－チオ
－ジヒドロウリジン、２－チオ－シュードウリジン、４－メトキシ－２－チオ－シュード
ウリジン、４－メトキシ－シュードウリジン、４－チオ－１－メチル－シュードウリジン
、４－チオ－シュードウリジン、５－アザ－ウリジン、ジヒドロシュードウリジン、５－
メトキシウリジン、及び２’－Ｏ－メチルウリジンからなる群より選択される、請求項８
に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項１０】
　前記オープンリーディングフレームにおけるウラシルの８０％から１００％が化学修飾
を有する、請求項８または９に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項１１】
　前記化学修飾がウラシルの５位にある、請求項８～１０のいずれか１項に記載のインフ
ルエンザワクチン。
【請求項１２】
　前記化学修飾がＮ１－メチルシュードウリジンである、請求項９～１１のいずれか１項
に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項１３】
　前記脂質ナノ粒子が、２０～６０モル％のイオン性カチオン性脂質、５～２５モル％の
非カチオン性脂質、２５～５５モル％のステロール、及び０．５～１５モル％のＰＥＧ修
飾脂質を含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項１４】
　前記非カチオン性脂質が中性脂質であり、前記ステロールがコレステロールである、請
求項１～１３のいずれか１項に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項１５】
　前記ＲＮＡポリヌクレオチドが、
（ｉ）場合により７ｍＧ（５’）ｐｐｐ（５’）ＮｌｍｐＮｐである、またはそれを含む
、５’末端キャップ、
（ｉｉ）少なくとも１つのインフルエンザウイルス抗原ポリペプチドをコードするオープ
ンリーディングフレーム、および
（ｉｉｉ）ポリＡ尾部
を有する、請求項１～１４のいずれか１項に記載のインフルエンザワクチン。
【請求項１６】
　対象に抗原特異的免疫応答を誘導する方法に使用するための請求項１～１５のいずれか
１項に記載のインフルエンザワクチンであって、前記方法が、前記ワクチンを抗原特異的
免疫応答を生じさせるのに有効な量で投与することを含む、前記インフルエンザワクチン
。
【請求項１７】
　前記抗原特異的免疫応答が、Ｔ細胞応答またはＢ細胞応答を含む、請求項１６に記載の
インフルエンザワクチン。
【請求項１８】
　前記方法が、単回量の前記ワクチン、または第１回投与量と第２回（ブースター）投与
量の前記ワクチンを投与することを含む、請求項１６または１７に記載のインフルエンザ
ワクチン。
【請求項１９】
　皮内注射または筋肉内注射によって投与される、請求項１６～１８のいずれか１項に記
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載のインフルエンザワクチン。
【請求項２０】
　前記有効量が総投与量５０μｇ～１０００μｇである、請求項１６～１９のいずれか１
項に記載のインフルエンザワクチン。
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